
 

 

 

 

 

藤丸・長崎屋の閉店等による 

自社の業況と地域への影響について 
 

 

年 月、道東唯一の百貨店であり、 としての役

割を担ってきた藤丸が閉店し、 月からは、帯広駅南の大型店である

が一部テナントを除いて撤退しています。また 年 月には、郊外の大型店イ

トーヨーカドー帯広店が閉店する予定となっています。こうした地域の大型店の

相次ぐ閉店、撤退（以下、閉店等）は、地域の消費や企業業績にどのような影響を

もたらすのでしょうか。本調査では、地域企業に対し、これらの影響についてどの

ようにとらえているのかを尋ねました。 

 

 

Ｑ１ 貴社は、藤丸・長崎屋帯広店の閉店等により、業況に影響を受けていますか？ 

Ｑ２ 具体的にどのような影響を受けていますか？（影響を受けている場合のみ）  

Ｑ３ 藤丸・長崎屋帯広店の閉店等によって、人々の消費動向はどのように変化したと

思いますか？ 

Ｑ４ 藤丸・長崎屋帯広店の閉店等によって、地域はどのような影響を受けたと思いま

すか？ 

Ｑ５ 貴社は、イトーヨーカドー帯広店が 2024 年 6 月に閉店することによって、業況

に影響を受けると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｑ１ 貴社は、藤丸・長崎屋帯広店の閉店等により、業況に影響を受

けていますか？  

 

・「影響を受けている」は全体の 7％、市部では 11％ 

・影響度合いは前回調査（2023 年 6 月実施）から大きな変化なし 

 

 

藤丸、長崎屋帯広店の閉店等による自社の業況への影響について、「影響を受けている」

との回答は 7％にとどまり、9割以上は「影響はない（ほとんどない）」(83％)、または「わ

からない」（10％）と回答した。藤丸、長崎屋帯広店の閉店等による業況への影響は、十勝

管内全体としては限定的であるとみられる。 

業種別にみると、「影響はない（ほとんどない）」(83％)の回答は、卸売業が 92％と最も

多く、建設業・不動産業、製造業でも 9割弱が影響はないと回答した。一方、「影響を受け

ている」は、製造業が 11％、運輸業では 10％と全体の 7％を上回った。 

市部・町村部別に比較すると、「影響がある」との回答は市部の企業の 11％で、町村部の

企業では 3％にとどまった。 

2023 年 6月に実施した同調査の結果と比較すると、「影響を受けている」などの回答傾向

はほぼ同じであり、この間での変化はうかがわれない。 

 

 

 

 

 

問１

（単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 影響を受けている 7 11 4 8 4 7 10 11 3

2 影響はない（ほとんどない） 83 86 92 77 89 84 76 77 89

3 わからない 10 3 4 15 7 9 14 12 8

4 その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

貴社は、藤丸・長崎屋帯広店の閉店等により、業況に影響を受けていますか。

【2023年6月期調査】
問１

（複数回答：単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 影響を受けている 6 5 12 7 3 7 7 10 2

2 影響はない（ほとんどない） 84 88 77 80 89 91 79 79 89

3 わからない 10 8 12 13 8 2 14 11 9

4 その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

貴社は、藤丸の閉店により、業況に影響を受けていますか。



 

Ｑ２ 具体的にどのような影響を受けていますか？（Ｑ１で「影響を

受けている」と回答した人のみ） 

 

・「売上額の低下」が 63％を占め、「来店客数の減少」が 38％ 

・売上額、来店客数が増加したとの回答はそれぞれ 8％ 

 

Ｑ１で「影響を受けている」と回答した 7％に対し、具体的な影響をたずねたところ、「売

上額の低下」が 63％で最も多く、次いで「来店客(取引先)数の減少」（38％）、「売上額の増

加」（8％）、「来店客(取引先)数の増加」（8％）となった。「その他 」の 13％は、主に事業用

の贈答用品を挙げた。 

業種別にみると、「売上額の低下」(63％)は、運輸業（100％）、製造業（75％）が比較的

多い。サービス業、運輸業、小売業には、「来店客（取引先）の減少」との回答もあった。 

2023 年 6 月に実施した同調査の結果と比較すると、Ｑ１同様全体的に大きな変化はない

中、「来店客（取引先）の減少」が 20％から 38％に増加するなどの動きがあった。 

 

 

 

 

 

 

問2

（複数回答：単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 売上額の低下 63 75 0 56 50 67 100 60 75

2 来店客(取引先)数の減少 38 0 0 56 0 67 67 40 25

3 売上額の増加 8 25 0 11 0 0 0 10 0

4 来店客(取引先)数の増加 8 25 0 11 0 0 0 5 25

5 その他 13 0 100 0 50 0 0 15 0

前問(Q1)で「1.影響を受けている」とお答えの方にお聞きします。
具体的にはどのような影響ですか。あてはまるものをいくつでもお答えください。

【2023年6月期調査】
問2

（複数回答：単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 売上額の低下 60 100 67 29 67 67 100 63 50

2 来店客(取引先)数の減少 20 50 33 0 0 33 50 25 0

3 売上額の増加 10 0 0 29 0 0 0 13 0

4 来店客(取引先)数の増加 5 0 0 14 0 0 0 6 0

5 その他 25 0 33 43 33 0 0 19 50

前問(Q1)で「1.影響を受けている」とお答えの方にお聞きします。

具体的にはどのような影響ですか。あてはまるものをいくつでもお答えください。



 

Ｑ３ 藤丸・長崎屋帯広店の閉店等によって、人々の消費動向はどの

ように変化したと思いますか？ 

 

・消費は「インターネット通販へ」が 71％、卸売業、サービス業を中心に増加 

・「札幌など管外での消費が増えている」も 43％ 

 

藤丸・長崎屋帯広店の閉店等による消費動向の変化については、「インターネット通販な

どによる購入が増えている」（71％）との回答が最も多かった。次いで「札幌など十勝管外

での購入が増えている」（43％）、「帯広市内の他店や十勝管内全域に消費が分散している」

（35％）などとなった。 

業種別にみると、サービス業では「インターネット通販などによる購入が増えている」が

83％と特に多かった。卸売業は「札幌など十勝管外での購入が増えている」も 57％と比較

的多かった。 

市部・町村部別にみると、「札幌など十勝管外での購入が増えている」を挙げる割合が、

町村部の 35％に対し、市部では 52％と高かった。 

2023 年 6月に実施した同調査の結果と比較すると、「インターネット通販などによる購入

が増えている」が卸売業、サービス業を中心に増加し、6 月の 51％から今回 71％に増加し

た。 

 

 

 

 

問3

（複数回答：単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 帯広市内の他店や十勝管内全域に消費が分散している 35 34 48 39 28 28 38 39 31

2 インターネット通販などによる購入が増えている 71 53 78 65 77 83 79 72 70

3 札幌など十勝管外での購入が増えている 43 37 57 34 52 50 41 52 35

4 あまり変化はない 8 13 4 11 4 9 3 5 11

5 その他 1 0 0 0 2 0 0 1 1

藤丸・長崎屋帯広店の閉店等によって、人々の消費動向はどのように変化したと思いま

すか。あてはまるものをいくつでもお答えください。

【2023年6月期調査】
問3

（複数回答：単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 帯広市内の他店や十勝管内全域に消費が分散される 37 28 38 36 35 45 48 39 36

2 インターネット通販などによる購入が増える 51 60 50 53 42 61 41 52 49

3 札幌など十勝管外での購入が増える 41 45 58 36 42 39 45 47 36

4 あまり変化はない 19 20 12 23 22 9 14 17 20

5 その他 1 0 0 1 1 0 0 1 1

藤丸の閉店によって、人々の消費動向はどのように変化すると思われますか。あてはま

るものをいくつでもお答えください。



 

Ｑ４ 藤丸・長崎屋帯広店の閉店等によって、地域はどのような影響

を受けていると思いますか？ 

 

・中心市街地にとどまらず、帯広市、十勝管内全体への影響を挙げる回答が増加 

 

 

藤丸・長崎屋帯広店の閉店等による地域への影響については、「帯広市中心市街地の賑わ

い減少、空洞化」（79％）を挙げる回答が最も多い。次いで「帯広市全体での経済的なダメ

ージ」（43％）、「帯広市や十勝に対する対外的なイメージダウン」（35％）となった。 

市部・町村部別にみると、「帯広市中心市街地の賑わい減少、空洞化」を、市部の 80％、

町村部においても 77％が挙げた。 

2023 年 6月に実施した同調査の結果と比較すると、「帯広市中心市街地の賑わい減少、空

洞化」が 6月の 85％から今回 79％に減少した一方、帯広市全体、十勝地域全体への影響を

指摘する回答が増加しており、同じく「帯広市全体での経済的なダメージ」は 32％から 43％

に、「帯広市や十勝に対する対外的なイメージダウン」も 29％から 35％に、「帯広市以外の

十勝管内全体への経済的なダメージ」が 12％から 18％にそれぞれ増加した。 

 

 

 

問4

（複数回答：単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 帯広市中心市街地の賑わい減少、空洞化 79 84 83 76 72 87 86 80 77

2 帯広市全体での経済的なダメージ 43 39 48 36 48 48 55 49 38

3 帯広市以外の十勝管内全体への経済的なダメージ 18 18 17 16 21 20 17 16 21

4 帯広市や十勝に対する対外的なイメージダウン 35 21 39 32 35 43 45 31 38

5 閉店をテコにした中心市街地活性化に向けた気運の高まり 7 8 4 6 6 9 10 7 6

6 新たなビジネス機会やニーズをとらえた変化あるいはその加速 8 5 0 13 5 9 7 9 7

7 その他 1 3 0 1 2 0 0 1 1

藤丸・長崎屋帯広店の閉店等によって、地域はどのような影響を受けていると思います

か。あてはまるものをいくつでもお答えください。

【2023年6月期調査】
問4

（複数回答：単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 帯広市中心市街地の賑わい減少、空洞化 85 80 92 86 84 86 88 88 83

2 帯広市全体での経済的なダメージ 32 33 31 26 31 45 35 32 31

3 帯広市以外の十勝管内全体への経済的なダメージ 12 20 8 14 7 11 15 10 14

4 帯広市や十勝に対する対外的なイメージダウン 29 33 27 25 29 30 46 30 28

5 閉店を テコにした中心市街地活性化に向けた気運の高まり 10 13 4 10 12 11 8 11 10

6 新たなビ ジネス機会やニーズを とらえた変化ある いはその加速 12 5 8 18 6 16 19 12 12

7 その他 4 5 0 3 8 2 0 3 5

藤丸の閉店により、地域にどのような影響があると思いますか。あてはまるものをいくつ

でもお答えください。



 

Ｑ５ 貴社は、イトーヨーカドー帯広店が 2024 年 6月に閉店するこ

とによって、業況に影響を受けると思いますか？ 

 

・「マイナスに影響」は 8％、運輸業のほかサービス業、製造業などにも影響 

 

 

イトーヨーカドー帯広店が 2024 年 6 月に閉店する予定にあることについては、「マイナ

スに影響すると思う」（8％）、「プラスに影響すると思う」（1％）、「影響はなさそう（ほとん

どない）」（78％）、「わからない」（13％）となり、同店の閉店による自社業況への影響は、

比較的限られているとみていることがうかがわれる。 

業種別にみると、運輸業の「マイナスに影響する」が 17％と比較的多い。卸売業、建設

業・不動産業、製造業は 8割以上が「影響はなさそう（ほとんどない）」と回答した。 

 

 

 

 

問5

（単位：％）

総合 製造業 卸売業 小売業
建設業・

不動産業
サービス業 運輸業 市部 町村部

1 マイナスに影響すると思う 8 11 0 5 6 13 17 9 6

2 プラスに影響すると思う 1 0 0 3 0 0 0 2 0

3 影響はなさそう（ほとんどない） 78 81 83 77 83 67 76 74 82

4 わからない 13 8 17 15 11 20 7 15 12

5 その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

貴社は、イトーヨーカドーが2024年6月に閉店することによって、自社の業況に影響を受
けると思いますか。

【調査要領】

調査要領 調査先数362社  回答数353（回答率97.5％）
調査時点
調査地域 当金庫本支店所在地
調査方法 当金庫本支店職員による面接聞き取り法

業種別内訳 企業規模（従業者数）別内訳 地区別内訳
調査数 回答数 回答率 （％） 回答数 構成比 （％） 回答数 構成比 （％）

製造業 41 38 92.7 111 31.4 市部 175 49.6
卸売業 26 23 88.5 75 21.2 町村部 178 50.4
小売業 123 123 100.0 91 25.8 353 100.0
建設業・不動産業 96 94 97.9 38 10.8
サービス業 47 46 97.9 50人以上 38 10.8
運輸業 29 29 100.0 合計 353 100.0
合計 362 353 97.5


